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≠

㌣
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､

. ･1
一
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一

石

.
ナ

ご
､

ヽ J

三 叶

ー

ヽ

襲
洪
自
強

詮
の

圭

晴

着
庚
有
馬
は

光
緒
二

十
一

年
(

一

八

九
五

年
. )

進
士

及
第
､

エ

部
局
主

事
に

任

用
さ
.
れ
る

と

共
虹
､

五

度
上

書
し

て

清
敬
の

態
度
を

穿
草
し

た

け
れ

賢

帝
外

囲
の

侵

交
虹

よ

阜
国
土
■の

欠
格
粕

夷
ぎ

自
■
強
を

困
り

得
た
い

こ

と
.
を

詮
い

た
｡

‥

浄
耕
は

甘
国

璽
後
､

そ
の

溌
潜
方
式
と

し
て

自
ら
の

清
洲
法

典
を

用
い

る

こ

と

た

く

二
ハ

朝
唐
采
元

明
の

層

制
を

守
香
し

た

が
､

潮

/
謂
鍵
法
と

は

こ

か

善
治
を

欒

草
し
て

周

準
の

古
代
の

法
を

新
虹

裸
用
す
る

こ

と
を

意

味
し

た
｡

､
即
ち
､

大

朝
以

前
周
漠
･の

古
代
忙

理
′
恋
敵

∫

倉
を

描
く

復
古
思

想
で

居
っ

七
､

弊
法
名
親
詮
を

以
て

古
聖

先
王

の

道
を

改

め
､

欧
米
8

本
の

英
次
の

法

度
に

徒
う

と
た

す
の

見
解
は

正

(

註
l
)

∵

鵠
む

失
す

そ

襲
法
の

内

層
は

｢

富
国
､

遷
月
､

教
士
､

一
治

兵
-

哀
人
材
而
惧
左

右
適
下

情
+

■で

あ
り
､

以
て
､

囲
恥
を

雪
い

で

畳
字
を

保
ち

自
強
を

腐
る

に

あ
つ

た
Q

更
に
､

舞
浜
月
艶
詮
は

官
僚
専
制
支

配
を

慶
し
て

民
主

政

治
の

確
立
を

耐
容
レ

ナ
る
｡
､

｢

夫
の

先
王
の

天

＼

∴

下

せ

滞
む
る

や

良
の

こ

れ
に

興
ら

き
る

∵

は

恵

し
+

と

七
.
舌
代
の

民
主

政

治
を

謳

歌

す
る
｡

部

号
音
聖

先
王
の

道
は

何
れ
も

民
主

主

義

ヽ

サ

あ
つ

た

と

㌧
舌
代

馬
主

制
再
現
の

復
古
恩

恵
と

麻
教
主

義
.の
立
像
を

明
か
･
に

す
る
｡

立
命
其
の

孫
文
の

如
く
急

進

的
に

倒
満
の

大

旛

/

･
､
を

濁
げ
た
■
か

つ

た

が
､

そ
の

復
古
思

想
佗

お

い

て

清
朝
の

専
制
支

配
虹

悌
ち

た

い

排
清
潔
儀
意

識
が

内

包
さ

れ
て

い

た
ひ

･
即
ち
+

練
新
羞

∵

の
､
場
合
昧

異
凝
専
制
支

配
を

漸
進
的
.
把

改

革
し

て

漠
民

頃
切

共
矧
意
識
に

よ

訂

民
ま

囲
豪
建
設
の

理

想
を

貫
現

す
る

こ

と

を
意

圃
し

た
l

●

I

＼

∵

か

か
る

民
主

制
資
硯
の

】

由
階
と

し
て

商

倉
む

設

立

し
■
て

既
存
民
間
自
治
国
饅
を

鼠
放
す
る

事
宜
が

論
議
㌻

れ

身
の

で

を
る
｡

(

監
2
)

■

8

本
に

田
優
し

た

維
新
其
の

廣
東
人
黄
遵
吾
は

盲
本
食
貸
志
商
務

篇
+

-
に

お

い

て

本

嘗
糾

身
の

商

法

講
習
所

と

商

法
合
議
所
の

陶

.

設
が

利
檜
の

同

債
殊
に

生

聯
貿
易
の

振
興
に

有
数
に

作
禰
し

た

こ

と

を

指
摘
す
る
｡

庚
有
為
の

弟
子

廣
東
三

水

人
め

徐
勤
は

贋
東
埠

～

. ＼
.

∴
青

竜
鳥
周

囲
健
が

･ 一

痕
北

淡
時
伏

傲
､

寅
膚
酬
劇
の

邑
た

る

友
綻
的

察
敢
闘
鰻
で

奉
る

七

と
､

′

叉

属
僚
七

十
二

府
1

の

憩
昏
で

滴

る

西

▼
人

■
1

英
資
の

反

骨
的
低
質

∵
愚
衆
に

お

れ
る

著
名
め

華
工

周
儀
瀧

叶
廣
輿
市
会

司
の

農
学
性
を
楷
綺
し

†
七

れ

等
の

民
間
羅
周
髄
の

政

串
廿

237
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ヘ

ノ

十

一

ふ

ミ
.∴

㌣
㌧

∵
か

∵

ん

を
鴇
∴
′

一

ヤ

～

㌧
′

ヽ

†
･

三

商
合
簡
明

章
程
の

公

布

∴
商
者
簡
明

章
穫
冒

頭
の

上

奏

耳
に

も

胡
は

れ

る

如
く
､

歴

代
の

専
制
支
配
が

商

人
屠
の

接
頭
を

危

険
視
♭

た

購
商
と

分
離
支

配
改

発
を

⊥

廃
し

て

官
商

腎
商

民
間
の

阻
隔
を

除
き

商

禽
の

静

立
よ

ケ

そ
の

亜
賛
溌

言
困
る

に

室
つ

た
｡

そ
の

要
義

竺
に

は

帝
民
の

封

立

撃

｢

撃
の

吋

摩
を

除
き
､

こ

に

は

外
情
を

考
察
し

て

諸
外
国
の

澄

碑
的
侵
略
を

概
制
す
浅

紅

あ
つ

た
川

一

周
章
程

夢

て

二

款
に

お
い

て
既
に

東
食
虹

帝
す
る

商

務
公

析

等
の

囲
鰻
あ
る

と

こ

ろ
は

こ
■
れ

を

風
食
に

改
組

し
､

未
存
の

場
合
灯

そ

ご
′

の

地
の

繁
簡
に

應
じ
て

新
設

し
､

各
行

東
商
の

聯
絡
に

雷
ち

し

や
る

こ

と

㍉
レ

凌
‥

帯
食
厄

準
ず
る

都
市
商

人
の

集
成
国
旗
と

し

て

は

既
に

贋
束
の

丸
善
堂

皇
十
一

行
1

池

頭
の

万
年
豊
､

岡

安

や
商

倉
荷
､

営
口

の

公

_
-

∵

請
合
､

重

慶
の

八

省
首

事
､

抄
市
の

十

三

常
､

藁
甫
の

三

郊
､

上

海
の

商
業
密

議

巧
南
洋
並
た
日

本
各
地

に

お

け

る

中

華
倉
館
等

∵
(

註
1
)

が

存
雀
t

た
｡

■そ
の

合
同
の

喫

磯
は

各
地

の

事
情
に

ょ

り

不

同
で

あ

る
が
､

港
外
の

華
僑
折

衷
地

と

そ
の

郷
土
の

華
南
地

方
は

早

く

ー

か

ら

の

諸
外

国
と
の

積
層

与
る

民
族
意
識
の

昂

揚
と
.
商
人
屠
の

壷
碑
的
地

位

望
月

上

か

ら

し
七

∵
そ
の

自
治

的
社

食

機
構
は

特
托

､

覆
達
を

示

し

て

居
た
｡

ウ

イ

ッ

ト

フ

ォ

ー
･ .
ゲ

ル

が
､

バ

ー

ゼ

ス

や
モ

ま
の

詮
把

従
い
､

牛
荘
(

営
口
)

の

公

議
骨
ど

池
頭
の

万

年

･(
鞋
2
)

草
の

み

を
.

例
示

し
､

･
中
国

商

業
ブ

ル

ジ
ョ

言
よ
周

持
性
と

そ
の

社

食
的
意
.
義
を

否

定
し

嘗
と

は

正

鵠
を

失
す
る
J

同
章
程

屠

二

凝
に
′
濁

｢

凡

各
省
各
埠
如

前
経

各
行
衆
商

公

立

有
商

業
公
塀

及

商

務
公

舎
等
名
目

考
…
:

+

と
あ
つ

て
､

こ

れ

等
の

多

数
の

前
駆

一

ノ

的
嶺
成
園
髄
の

存
在
を

密
接
づ

け
て

い

る
∵

商
務

繁
華
爪

音

息
商
務
絶
食

∵
そ
れ

打

次
ぐ

蛾

忙
■
は

商
務

分
骨
を

設

立
.
捜
､

義
務
鶴
倉
牡

鹿
理
.
像

慧
こ

＼

ヽ

蛛

与
奪

■
ト
㌔

/

･ -

■･
ナ

〃
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･ 慣 ∴
1

‥
′̀T ぺ-7'
･
㌍

■･
∴

-
` L

′

∴‡穣;
､
/

ら亨∴套鰯雲凄
･

･

差
■

首
■

嘗
'

･壷.･慧.

･

貧音量＼蓋
･

嘗_-
. 蟄‾

l

二二 の 吏
､

‾を 資 後一晩 融
′

僻
‾
商 を 平 健

一

と 協一 よ
ノ
十

､

i
･

起 成 に 加 情 向 存 ･
､
･

に 事 澄 な し の■ 埋 り･ン･ 舟

……二､【館董阜_要語墓魯昔･･
･

.章
二

嘗景
‾

_霊･官憲十葦
ゝ

.､
†

t T･

J

ち
臣′■■
賢

㌔
ゝ-
､̀ 女■

｢

･
-

′

一

ら
ノ

賢∴著者
‾

農芸､喜湖嘗､

･重量､露骨号音
･

_

∴

∵

妄 ∴妄覧 誓言重 量億
‾

墓重富
一

箪∴芸子孟
ノ

き
､

`

∴ ご
′

琴買
‾

-

′

蒜
'

表妻ノ, 蒼悪筆/垂
一

巻萎隻･警
■

･壷
′＼･

∴

.
狗
∴

.

五

十

名
が

選

定

他

方
官
衛
､

乃

層

過

苗
穂

協

+

は

凡
て

兜
づ

商

つ

い

て

も

略
ぼ

■

べ

軒
こ

と
を

命

＼

更
把

恐

慌
時
の

輿
､

.
商
倉
の

産

･

菓
合
議
所
収

範

の

戯
評
的
法

規

周
四

年
十
二

月

絶
食
.
を

漁
商

骨

て

親
商
含
偲

五

可

能
た

ら

t

め

㌧

十

.一
レ
卜

し

亀i
≠
1



汁

㌢

■
ノ
ん

1

､

一

式

㌃
し

人

+
.
.′･
.

▲

鰍

･

†

山

.小
､

.恥

･

㌧
∵
･

¥

∵

▲.■
小

も

∴
･

/

▼

■
る

も
･
の

と

し
.
で

こ

れ

を

排
斥

し
ヾ

新
収

五

個

ザ
ヰ
の

工
■
商

同

業

釜
の
■

慧
甘
る

こ

ナ
と

レ
､

南

雲
下

部
商

工

圏

應

蒜
嘉
放
た

･

き
き
こ

と

を

明

賂
に

し

た
｡

尭

窟
署
名
者

廃
止

し
一

別
に

腰

帯
骨
､

市

甲
骨
､

洛

外
各

漂
璧
H

は

華
南

申
曾

と

改

め
､

更
に

仝

.､

国
商

合
聯
合
食
の

外
､

垂
省
高
倉
聯
合
食
の

設

告

が

認
め

ら

れ
た
い

以

上
､

商

骨
法
は

四

魔
の

改

訂
を

見
た

が
､

そ
の
.
太
旨
に

お

い

て

は

常
初
の

商

智
簡

盟
早

程
と

略
■
ぼ

同

様
で

挙
つ

て
l

漸
衆
商
合
の

賓

.

′

.

情
に
.
即
す
る

畢
止

が

重
油

ら

れ

滋
｡

こ

の

鮎
､

朝

恩
卒
甲

園
諸
法

覿
中

骨
豊
最
低
濁

る

法

規
と

吾
ノ

こ
■

鼻
出

雲
Q

霊
､

誓
ぃ

簡
明

章
程
は

既
存
画

人
圏

鰻
の

慣
行
で

為
を

自
主

的
経
済
観
制
､

.
自
治
裁

邦
+

保

商

責
任

制
慶
等
を

採
用
し

資
情
に

即
し
た

か

ら
l

そ
の

公

布

上
共
に

各
地

に

豚
骨
の
･
設

立

は

風

靡
し

た
｡

由
ち
､

.
公

布
の

璽

光
緒
ニ

.
享
年
.
(

十

九

〇
四

年
)

に

は

北

京
､

上

海
､

夷
津
､

漠
口
､

適

.

州
､

屡
門
､

煙
基
等
の

各
地
に

寧
曾

の

設

昏
を

見
た

ご
日

本
に

お

い

て

は
､

同

≡

十

≡

年
に

長
崎
､

宜
親
元

年
(

完
〇

九

年
)

に

潮
戸
､

ふ
ー

萄
け

大
臥
の

急
に

商

断
絶
針
が

設

苦
れ

た
｡

.
民

警
軒
(
+

か
一

四

年
)

末
に

町

雷
漂
}
三
四
､

慧
食
言
を

､

;

入
註
3
)

∵

算
し

冤

最
高
は

四

川

省
の
∴

二
二

〇
で

あ
み
､

次
位
は

山

東
省
･

の

九
こ

で

あ
つ

て
､

そ
■の

普
及
の

温
度
に
.

は

駕
嘆
す
べ

き

も
.

の

が

あ

つ

.

た
｡

七

一

釜
⊥
)

∴

救

岸
博
士

考
麦

価

ギ

ル

ド

の

研

究

繁
文

書
院

昭

和
.
十
五

年

版
)

に

は

叔
東
七

十
二

行

(

≡
.
九

貢
)
､

紬
東

方

卑

豊
(

二

〇

八

苦
､

曹

･

口

公

義
食

(

三

二

由
貫
)
､

.
量

産
. の
八

省
骨

館
(
一

三
八

苦
､

重
商
三

瀬
(

五

七
､

三
三
頁
)

の

記

明

が

見
ら

れ

る
｡

沙

市

十
三

習
に

つ

い

て
･
は
,

鼻

朝
鍵
世
文

鎮
窮

巷
五

十
六

戸

数

所
載
の

剤

宜

地
道

稟
沙
市
春

賀

懇
奨
抽
選
程
批
､

並
灯

せ

旨
｢

E
旨
e

C

邑
宍
芦

田

(

C

E
日
P
)

｢
ロ
e

O

計
H

計
-

河
?

＼

勺
○

ユ
払
-

O

p

2 .
汁

胃
.

N

畠
-
¢
.

桑
原
｡

申

.

(

轟
2
)

串
L

r
貞
コ
t

t

訂
内

包
】

弓
i

旨
n

訂
溝

2

G
e

邑
-

芳

訂
f
什

¢
F
i

口

髭
､

(

ト
e

･
官
i

叩

こ
苫
-

)
-

ぴ
.

あ
る

鼓

都
の

痙
済
と

社

食

(

下
∵

警
(

中

央
公

蘭

昭

和

九

年
刊
)

三

田

八

1
五

四

貢
蓼
席
｡

～

∴
匂

本
■に
･
軒

ザ
孔

雀
僚
酪
軒
.め

沓
展

ト
▲

∴
′

-

1

.
㌔
､
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ヽ

√

､

▼

′
､

･

ト

J

､

･

∴

｢
席
.
簿

叢

尊

卑
八

巻
∵

解
由

演

舞
す

女
､

蹄
戸
の

痛

藩
常
は

正

確
托
.
蛛

昇
ら

貿
易
蒼
務
に

各
は

､

る

泉
津
駕
で

卦
.つ

て
､

■
同
℃

同
産
驚
で

滝

貿
易
商
に

嵐
言

な

い

踊
州

常
.

叫

甥
-

＼

碍
清
常
等
は

除

外
さ

れ
て

い

溌
｡

こ

の

子
と

は

雇
自

華
僑
社
食
が

専
ら

貿
易
商
を

中

核
と

し
て

構
成
さ

れ
る

結
果
で

あ
つ

て
､

日

本
以

外

･
の

地

の

各
商
合
七

相

違
す
る

特
殊
性
を

示

す
｡

■モ
ー

ス

が

海
外

各
地

華
僑
一

人
普
本
国
迭
金

額
に

お
い

て

在
8

華
礪
の

そ

れ

を

最
高
に

推

､

(

註
1
)

定
し

た
の

も
か

か

る

事
情
に

基
く
｡

′
な

お
､

原

則
と

し

て

下

級
の

同

職
国

債
の

加
入
を

見
な

い

こ

と

は

北

京
､

上

準
､

■
新
嘉
奴
等
各
坤
の

ま

要
商

倉
と

も

共
遺
す
る

便
向

､

で

あ
つ

て
､

何
れ

も

紳
童
の

領

濁
に

ょ

る

い

は

ば

貴
族
的
構
成
を

保

有

す
る
｡

商

倉
の

内
部
構
成
は

前
述

(

註
2
)

め

如
く
各
習
慣

袖
各
一

名
宛
が

輪
番

制
に

ょ

つ

て

絶

晩
理
の

任

に

首
り
､

.
更
に

骨
董
乃
至

理

事
は

各

常
の

勢
力
関
係
､

部
ち

倉

員
数
に

絡

ぼ

比

例
す
る

妄
数
が

選

出
苦

れ

る
一

昭

和

十

四

年
復
活
の

際
に

お

け
る

神
戸
軒

華
絶
海
合
の

理

事
の

割
計
数
は

廣
常
九

名
､

三

江

常
≡

名
､

栢
連
繋
三
.
名
で
■
濁
っ

て
..

そ

れ

は

七

十

名

前
後
の

≡

常
所

属
倉
月
数
に

比

例
す
る

感
激
で

あ

る
｡

∵

上

述
の

如
く
､

商
倉
の

構
成
が

貿
易
商
を

主

鰻
と

す
渇

に

も

拘
ら

ず
貿
易
利
益

追
求
の

革

言
H

的
結
合
に

機
械
的
に

痍
轄
さ

れ
な

い

で
.

●

た
お

内
宙
的
や
出

身
地

湖
心

よ
る

鷲
別
構
成
が

保

持
さ

れ

る
｡

か

く
猫
立
の

鷲
別

組

戯
の

保

持
さ

れ
て

い

る

こ

と

ほ
､

漑
合
駒
に

そ

の

基

準
に

郷
土
関
係
に

七

か

家
父

長

制
的
た

共
同
社

食
関
係
や
支
配
､

脛
済
的
に

は

郷
土

地

方
と

紫

野
に

聯
結
さ

れ
て

い

る

こ

と

に

届
く
｡

･

■

経

済
的
七

春
日

華
僑
の

大
年
ほ

日

本
と

郷
土

嘩
方
-

若
し

ぐ
は

そ
の

港
外

発
展
地

問
の

仲
介
商
業
､

所
謂
軋

商
業
に

徒
事
す
る
｡

大
･
i
･

一

院
の

北

常
ほ

そ

の

公

所

定

款
に
.
｢

木
曾
以

中

葦
民
国
河

北
山

東
奉
天

書
林
及

北

部

酪
願
之

人
民

覿
舐
之

…
･

協
謀
費
目

貿
身
之

蟄

達
+

と

あ
つ

て

∵
そ

の

合
点
に

は

山

東
省

人
最
も

多

く

華
北
地

方
と

そ

の

移
住
先
.の

清
洲
方
面
を

勢
力
範

域
.
と

す
七
｡

甫
常
は

｢

新

/

■

江
､

江
蘇
､

安
教
､

湖
北

各
省
之
人
民
敵

続
之
+

と

あ

る

通
り

神
戸
の

三

江

駕
と

共
通

す
る

華
中

出

方
着
か

ら

た

る
■｡

神
戸
の

庚
業

.

各
所
は

｢

炭
東

礫
紳
戸
華
僑
直
輸
出
入
費
業
全
線
敵

披
之
+

の

如
く

床
東
省

殊
忙

庚
州

府
附
近
の

出
身
者

臥
健
で

あ

㌣
福

建
公
析

京
-

㌦
一

斗

.

.

阜

■

√

.
し

､旋
'

/

も
､

)

･
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ナ

一

丸
+

バ
‥

ヽ

∵

ニ
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咤
+

盲
華
及
び

日

本
甫
潜
貿
易
に

徒
事
す
る

神
戸

在
任
の

福
建
省
田
身
並
に

そ
の

縁
故
者
+

･
で

あ
り

ユ
ニ

江
公

所
は

｢

本
食
は

中

国
=

江

藤
省
新
江
省
出
身
者

及
其
の

他
の

中

国
出
身
の

膚
志

宥
を

以

て

粗

放
す
+

と

規
愛
さ

れ

る

如
く

華
中

出

身
者

か

ら

怒
る
｡

且
つ
､

‥

何
れ

鴻

定
款
に

日

華
或
吼
甫
洋
貿
易
の

襲
達
を

期
す
る

こ

と

を

明

か

に

す
か

貿
易
商
国
債
で

あ

る
｡

■

こ

れ

等
各
常
の

貿
象
は

郷
土

地

方
を

中

心
と

し
て

展
開
さ

れ
る
｡

打
ち
､

北

驚
は

華
北
､

清
洲
方
面
､

甫

層
､

≡

江
驚
は

揚
子

江
流
域
-

書

屑
建

常
は

茎
潜
を

含
む

華
南
並
に

此

律
賓

∵
セ

.
レ

･べ
ス
･
+

爪

唾
､

海
峡

植

民
地

専
の

甫

洋
方
面
､

廣
東
常
は
･
華
南
並
に

香
港
､

彿
印
､

爪

瞳
､

新
案
故
､

北
中

南
米
諸

雪
面
■の

貿
易
業
務
に

携

管
､

各
常
の

地

軋
的
封

立
が

明
■
か

に

孟
る
｡

過

去
の

墨
貿
易
が

華
北

溺

方
面
に

重

鮎
の

お

か

れ

た

紆

考
甫
洋
-

届
富
に

見
ら

れ

苓
北

驚
の

漂
が

雷
卜

⊥
面
､

高
澤
方
面
に

お

い

て

有
力

竜
漂

一

占
め

る
.
客
常
､

環
(

海
南
島
)

常
､

潮
洲

驚
ほ

日

本

貿
易
と

殆

ど

何
等
の

聞

取
を

簸
た

た

か

つ

た

結
果
そ
の

進
出
を

見
た

い
｡

こ

れ

琴
の

垂
日

華
僑
貿
易
の

果
し

た

役
甘
は

明

治
初

期
に

お

い

て

棉
花
､

大
豆
､

砂
糖

隼
の

輸
入

農
務

も

見
ら

れ

た
が
ト

日

清
戟
事
後
は

綿
製
品
-

雑
貨
､

海
産
物
等
の

中

国
大
衆
需
要
の

消
費
材
商
品
の

輸
胡
に

絡
始
し

た
｡

.

即
.
ち
､

漆
図
南
洋
方
面
の

廣
汎
な

地

域
と

多

数
の

零
細
消
費

者
へ

の

放

棄
敏
感
網
と

⊥
て
､

華
商
の

前
期

資
本
壬

儀
胡
構
造
に

お

け
る

問
屋
並
紅

買
耕

馴
鹿
が

教
具
的
に

作
用
し
､

日

本
側
の

高
度
七

▲

一

重
達

し

た

集
約
的

貿
易
機
関
を

以

て

し

て

食

客

易
に

こ

れ

を

排
除
し

得
た

か

つ

た

の

で

あ

る
｡

清
洲
事
欒
勃
像
後
､

本
国
辟
遺
著
顔
出
し

虎

後
町

昭

和
十
一

年
慶
セ

ぉ

い
･
て

大
阪

川
口

葦
商
の

封

満
､

肇
∵

関
東
州

向
輸
出

密

は

計

､

(

註
3
)

･

八

千

七

首

四

十

六

万

囲
､

大
阪

港
敵
地

宙
輸
出
級
顔
≡

億
四

要
一

十
七

万
囲
の

二

八
･

七

%
に

該

督
し
､

叉

同

年
度
神
戸

華
商
の

封
､

苧
南
洋
諸
国
向
輸
出

入
顔
は

概

算
四

千

万

囲
と

見
積
L

転
出
｡

ト

ヰ

箇
と

偶
に

賞
与

れ

蛋
固
た

車

屠
賛
親

戚
網
の
■

】

鍬

モ
て

空
曹

是
♯
貸
の

儀
入
を

震
う

華
南
l

滋
ち

各
卦
洋

鳴

巌

.
者
串
k

射

ガ
も

♯
蘇
溌

才

葺

射5



‥
ヰ

ー

､

.

千
草
準
草

等
外

肴
､

止

冨
艶

腰
椎
大
正

由
年
頭

末
荘
洋
貨
会
所
を

観
織
･
七
合
併
を

上

海
西
門
冬
帝
周
に

お

き
､

.
同
公
所
に

加
入
せ

ん
と

す
る

鴻
の

は

問
責
者
の

紹
介
と

全

應
の

同
意
を

摩
る

を

要
す
る

こ

と

と

し

た
｡

一
も
の

月

朗
と

す
る
と
こ

ろ

は

(

一

)

同
業
者
の

相
丘

扶
助
と

軋
轢
の

同

避
､

(

二
)

公
併

称
益
の

維
持
､

(

三
)

貨
物

安
倍
の

公
議
決

定
､

(

四
)

奮
発
上
の

利
弊
の

討
議
革
新
-

で

あ
つ

溌
｡

.
新
し

く
大
阪
に

仕

入

店
を

設
け

又

は

町
張
貞
を

洗
遺
す
る

場
合
ほ

尭
づ

公

所

に

登
録
し
､

･
公
所

役
名
の

解
介
妖
を

持
参
し
､

大
阪

邦
商
例
の

国
旗
で

あ

る

大

阪
貿
易
同

監

倉
に

聯

絡
の

上

取

引

し
シ

そ
】

L

と

た
つ

た
｡

■
な

お

同
公

所

は

清
洲
事
欒
後
自
然

滑
滅
し

冤

如

大
阪
の

北

常
は

本
国
に

お

け
右
と

同
僚
の

行
棲

制
度
で

ぁ
っ

て
■+

行

桟
主

と

宿
泊

客
で

あ

る

本
国
か

ら

涙
道
さ

れ

た

仕

入

商
と

は

通
､

常
出
身
地

を

同
じ

ぐ
す
る

縁
故
者
甘

あ
る
｡

そ
の

大

津
は

山

東
省
満
身
着
で

あ
つ

て
､

本
店
所

在
地

は

喩

蘭

寅
､

天

津
､

大
連
､

長

､

春
､

青
島
等
華
北

清
洲
方
面
に

及

ぶ
｡

天

津
に

ほ

大
正

十

二
､

去
年
賂

大
阪
に

仕

入

店
又
は

出

張
月
を

有
す
る

約
二

十

名
が

天

津
貿

(

蒙
古
)

易
共
進
倉
を

凝
臥
し
､

上

海
周

東
荘
洋
貨
公

所
卜

同

様
の

機
能
を

果
さ

し
め

た
が
､

大
正

十

五

年
九

月

席
敬
し

舞
｡

･†

紳
下
に

お

け
.
る

葡
琴
南

竺
一

江

常
の

中

断
江
省
出
身
者
の

専
業
と

す
る

と
こ

ろ
で

あ

り
､

.
同
省

身
身
者
は
上

海
金
融

界
を

支

配
す

∵

.
る

の

み

た

ら

ず
､

三

江

常
の

有
力
地

盤
で

あ

る

神
戸
に

迄

貿
易
業
務
と

併
行
し

て

襲
展
し

を

､

-
■

∴

叉
､

神
戸
に

於
け
る

海
産
物

同

業
組
合
は

昭

和
六

年
七

月

各
公

所
と

協
定
し

て

向
公

潮
来
加
入
の

庚
東
出

身
貿

易
華
商
と

は

取

(

註
6
)

.

別
に

應
じ

た
い

こ

と

と

し

た
｡

神
戸
の

庚

属
官
は

特
叱

封

香
港

貿
易
に

清
躍
し

た

が
､

香
港
叱

む
上

海
の

東
洋
荘
と

同

様
の

封
日

貿

易
に

徒
事
す
る

日

本
荘
が

金

山
荘
(

封

米
賢
易
帝
)
､

甫
北

九

八

年
(

本
国
南
洋

急
間
取
.
引

哲
せ

相

並

ん
で

存
在
し
て
.
い

た
｡

以
上
､

各
常
貿
易
商
が

郷
士
地

方
と
切

触
に

贋
密
に

聯
持
さ

れ
月
主

的
た

猫
占

化
の

停
向
あ

る

こ

と

を

明

か

に

し

た
が
､

を
の

内
部
構

･

遭
に

お
い

て

は

資
本
主

義
敢

今
切

如
く

葛
生
虹

物
的
他
言

れ

た
い

で

宗
族
的
､

称
士

的
､

共
同
政
令

関
係
に

塞
く
家
父

長
的
な

人
的
尉
係

′

丘

色

/ナ ヽ

_
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､

7噂
｢

頑
､

友
錠
駒
集
合
に

関
す
る

諸
職
儲
を

踏
襲
す
る

以

外
に
､

∴

贋

韓
問
題
に

関
す
る

公
議
､

商

事
紛

欝
の

公
断
詞
解
､

外

部
官

民
側

諸
機
関

と
の

聯
絡
折
衝
等
腐

食
の

前

身
と

し
て

の

諸
職
能
を

も

果
し
て

い

た
｡

神
戸
､

大
阪
各
常
盈

所
の

定
款
に

は

そ
の

設

立

宗
旨
上

し
て

何
れ

も

貿
易
商
凰
應
と

し

て

の

襲
展
以

外
･
に

相

互
の

親
睦
-

社

食
救

酪
そ

の

他
公

共

諸
書
巻
を

な

す
を

目

的
と

す
る

こ

と

を

明

規
す
る
｡

t

か

･

･､
＼

も
､

そ

れ

が

具
文
に

終
ら

患

い
で

長
崎
三

緬
寺
に

匹

敵
す
る

宏

壮

重
盗
な

御
坂

中

華
合
館
の

協
同

建
設

L

な

り

∵
公

共
請
書
奉
が

岡

倉
線

を
中

心

と

し
て

展
開
さ

れ

十
一

方
そ
の

脛

密
約
諸
職
能
ほ

後
年
商
食
に

引

稽
が

れ

た
の

で

あ
る

∵

即
ち
､

■
商

倉
と

合

館
は

紳
阪

準
備
社
食

の

眉
の

両
面
で

あ
つ

て
､

前
者
は

主

と

し
て

貿
易
商

国
儀
と

し

て

の

脛
臍
的
機
能
■､

後
者
は

郷
土

意

識
に

よ

を

共
伺

感

情
を

聯

結
融
合
和

衷
共
済
の

大
同

萄
念
･
の

下
忙
､

†

腰
ヰ

国
人
を

萄

象
と

す
る

公
共
事
宜
の

遊
行

を

計

的
と

す
る

相

互

扶
助
国

儀
と

し
て

の

機
能
■
を

果
し
､

貫
に

雨
着
の

聯
合
叱

よ

サ
政

治
的
轢
儲
が

果
さ

れ
.

た
の

で

あ

そ

東
食
が

先
に

合
館
内
に
.
傾
宙
し
､

且
.つ

禰
者
の

理

事
長
二

名

副
理

事
長

二

名
計
三

名
の

各
常
代

議
は

共
通
し
て

い

た

か

ら
､

商

合
の

新
設

は

澄
的
に

確
認
さ

れ

た

名

義
上
め

欒
吏
で

あ
つ

て
､

轟
音
上

格
別
の

愛

社
を

斎
さ

た

か

つ

た
の

で

ち
る
｡

一

･
嘗
の

み

把

関
す
る

軽
食
附
経
済
的
諸
問
題
ほ

昔
該

常
公

所

内
に

お

ゃ
て

虞
理

さ

れ

る

が
､

爾

常
に

跨
る

か
､

■
仝

常
に

儲
聯
す
を

場
合

経
済
問
題
虹

つ

い

七

は

商

倉
に

患
い

て
､

穀
倉

問
題
は

合
館
に

お

い

て
､

政
治

問
題
ほ

各
常
並

桓
国

民
政
府
の

成
立

前
履
か

ら

灯

そ
の

他

.
■

ヽ

下

級
同

職
周
優
等
の

粂

億
参
加
に

ょ

り

倉
館
内

払

お

い
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虚
選
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れ
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は

風
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を

腐
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全

習
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瀾
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一

､

聴

革
喪
.
等
十

八

草
･
幕
宵

歩
｢

ヤ

ー

治
上
･の

静
問
題
等
廣
汎
た

領

域
把

侍
り

∵
々
の

限
界
を

明

確

畔
し

難
い
.

･

そ
の

場
合
､

商
合
ほ

都
市

怠
け
る

民
間
輿
論
の

唯
一

の

貯
水

池

と

し

て

有
力
に

作
用
す
る

∵
-

一

の

鮎
+

育
て

の

英
国
の

自
由

貿
易
連

動
に

お

い

て

嶺
カ
セ

民
間

輿
論
を

政

治
に

反
映
せ

し

め

た

英
国
籍
都

市
､

殊
に

マ

ン

チ
ェ

ス

タ

ー
■
紅

お
.
け

渇

商

業
合
議
所
の

痛

動
を

彷
彿

せ
.
t

め

る

が
､

.

砦
そ

れ

と

は

相

恩
て

上

か

音
､

へ

∵

官
憲
昔
思
爆

撃
の

み

た

ら

ず
ト

そ
の

昔
砦
の

書
的

農
機
瀾

与

し
て

吼

件
用

由
並

存
す
る

こ

と
を

見
逃
し

得

率
い

｡

そ
の

代
行
事
務

は

各
殻
の

琵

町
.
壷
記

等
の

些

末

息

事

項
か

ら
一

法

規
の

解
繹
▼

恐

慌
時
の

債
格
親
御
､

食
糧
潮

策
の

安
雄
､

非

常
時
に

際
し

て
･の

南

国

粗
絨
に

r

る

宮
管
輔
勒
1

政

府
へ

の

資
金
援
助
の

下

部
国

債
へ

の

劇

雷
撃
そ
の

情
勢
如
何
に

よ
つ

て

非
経
済
的
諸
事
項
丸

ま

で

及

ぶ
｡

品
合
の

仲
介
職
能
に

言
て

吟
本

困
主

要
都

市
の

上

海
､

北
京
､

ヌ
津
､

漠
口
､

廣
東
等
に

お

け
る

商

食
に

は

商

業
月

報
､

商
業
旬

刊
､

年
鑑
▼

■
七

十

二

街

商

報

等
の

定
期
刊

行

物
が

あ
つ

て

明

か

に

さ

れ

る

が
､

日

本
各
地

の

商
合

峠
何
れ

も

小

規
模
で
.
あ
つ

て
ー

か

か
る

刊
行

物
も
た

く

明
か

把

七

難
い
｡

た
丹

南
合
の

前
身
で

あ

る

紳
阪

中

華
曾

館
の
■
議
者
録
､

昭

和

十

四
虎

二
月

に

復

宿
し

た

神

戸
中

筆
紙
商

倉
の

専
業

報
青

書
等
を

参
照

サ
ろ
場
合
准
1

本
圃
に

お

け
る

商
骨
の

そ

れ

と

全

然
典
適
す

そ
)

と

が

理

解
さ

れ

る
｡

●

∴
本
圃
郷
土
地

方
に

お

け
る

諸
問
題
の

輿
論
の

喚
起

は
そ
の

出

息
同

郷
囲
饅
で

あ

る

営
該
常
公
働
を

通
じ

て

商

合
に

反
映
さ

れ
､

･
同

舟
共
＼

帝
各
常
合
議
年
上

改
め

て

商

倉
の

仝

健
決

儀

む
し
て

本
国
政

府
そ
の

他
各
開
傾
方
面
へ

の

通

達
と

た

り
l

輿
誇
の

競
一

過

程
は
■
集
国

権
成

に

却
應
し
七
.
尖
塔
状
的
に

展

開
さ

れ

る
｡

清
朝
倒
療
の

主

要
徴

発
横
と

た
つ

た

鋳
造
国
有
と

外

債
計

董
に

つ

い

て

も

か
.
か

る

償
.
向
が

明

か
∴

に

さ

れ
､

食
館
と

商
甘
も

右
に

つ

き

無
関
心
で

俄

雪
ソ

得
な

か

つ
■
た
｡

神
戸
中

憲
商
人

貫
昭

潮
十

四

年
の

復
括
後
は

昔

時
の

貿
易

鹿
制

ヽ

に

尉
瀕
す
る

東

灘
た

拷
事
痕
が

本
国
敦

喝
日

本
側

官

噂
話
裁
判
親

合
の

中

間
に

あ

つ

て

濾
理

苫

れ
て

い

た
｡

■
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卜

･

帯
食
の
･
第
二

雀
要
職
能
は

商
事

芸
断
･
で

あ

毛
中

国

栗
の

芸
は

刑

法

至
言
っ
.
て
､

戸
律
の

雇
､

課
程
､

嘗
､

由
庫

/

夢
少

商
事
に

撃
る

息
を

碧
に

す

賢
い
･ Q

鉄

実
清
商

律
が

霊
芝
た

が
1

商

人
邁

禦
ケ

條
､

■
公
司

誓
三

†

言
偉
か

ら

雪
簡
廣

雷
筈
雷
･

表
芸
府
が

戊

翌
年
三

塁
月

芸
布
し
′

た

商
人
通
例
も

本
邦
滴

法
の

絶
好
に

屈
す
る

層
眉
､

で

告
て
､

速
め
て

不

備
で

蔓
賢
欝
の

豊
後
民
商

法
一

典
主

義
に

吉
成

苧
八

年
五

月
二

十

三

芸
布
を

見

違
法
に

芸

‥レ

電
に

層
す

届
念
珠

用
さ

れ
l

そ
の

他

義
鎮
､

鷲
津
､

■

償
墓
商

事
関
係
法
規
が

相
爽
い

で

倉
見
た

が
､

何
れ

も

外

国
法
規
の

警
的

輸
入
の

償

忠
告
汽

従
つ

て
､

葛
葬
保

管
れ
て

贋
裔
の

商
慣
行
に

毒
し
■た
い

部
分

賢
く

監
貫
か

ら
ー

商
事
紛
争
に

際
し

て

違
院
■
に

警
る

よ

り

彗
雷
の

公

断

品
さ

れ
■
た
q

商

塞
基
抽
象
的

琵
の

荒
性

書
こ

と

首

足

烏
合
に

南

雲
断

嘗
附

掌
る
ナ

■し

と

を

静
め

た
｡

更
に
､

破

雷
雷
十

蒜
に

㌻
破
産
中

富
に

商

合
の

和

解

蒜
凍
し

う

､

る

∵
-

の

慧
■
の

和

解
に

ょ

る

債
権

霊
は

南

雲
断

虞
の

霊
す

量
件
の

大
牢

富
め

る
｡

神
戸
申

憲
雷
に

違
廷

に

写
る

琵
は

た

く

左
翼
商
の

少

数
で

空
こ

と

か

ち

し

て

盈
件

警
少

く
一

合
館
の

雪
線
に

は

商
事
に

閲
し

喜
莞
年
九
月

竿

件

破

鼻
の

調
停
が

記

録
さ

れ

る

に

す
ぎ

た

い
｡

､

差
等
の
･
紛

争
の

調
停
忙

つ

い

て

條
､

先
づ

毒
毎
に
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所
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著
し
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豊
後
し
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後

毒
恩
讐
霊
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を

持
つ

紳
童

漂
商

骨
へ

■

窟
讐
寄
､

一

国
和
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の

協
調
的

電
気

簑
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を

兢

こ
て

息

宗
解
七

禁
中
の

完
吃

従
つ

て

解
決

怠
る
･ ｡

墓
者

▲

芸

真
心

く

竺
方
が

不
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従
の

誓
簸
め
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院
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伸
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が

J
･

屈
死
不

嘉
､

餓
死

不

作

購
+

の
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に

も
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る
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望
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得
た

い
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外

竺
れ

を

見
な
い

首
恩
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壬
二
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遠
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雷
芸
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